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昭和32年にその存在が報告されて以来、小台遺

跡においては通算 4次に及ぶ発掘調査が実施され

てまいりました。そしてこれらの調査がもたらし

た数々の成果によって、本遣跡は市内有数の規模

を有する縄文時代の大遺跡として、私たちの前に

その姿を明らかにしつつあります。これは初報告

以来32年間にわたって遺跡の記録保存に携わって

ぎた大勢の方々の御尽力の賜物であり、深谷市に

おける文化財保護行政の歴史に照らしても、この

32年間の歩みの持つ意味は重要なものと申せまし

よつ。

この度の第 5次発掘調査におきましても、これ

までの調査と同様に大量の縄文土器片や石器等が

検出され、当地における縄文人の営みの一端を窺

う事が出来ました。これらの遣物を観ております

と、その一つひとつから縄文の人々の掌のぬくも

りや息遣いが伝わってくる様に思われます。そし

て同時に、「現代」に生巻る者として、先人達の

残した貴重な文化遺産を後世へ引継いでいかねば

ならないという責務に、身の引締まる息いがいた

します。

最後に、発掘調査の実施を快＜承諾して下さっ

た土地所有者の清水徳重氏を始めとする関係者の

皆様に、心よりの感謝を申し上げ、序といたしま

す。

平成元年 3月

深谷市教育委貝会

教育長鳥塚恵和男



例 言

1 . 本書は、埼玉県深谷市上野台字御屋敷2,334所在遺跡における、個人住宅の建築に伴う発掘調

査報告書である。事業名は、小台遺跡第 5次発掘調査とした。

2. 発掘調在は、昭和63年度事業として国及び県の補助金交付を受け、深谷市教育委貝会か士体と

なって実施した。現地発掘調査期間は平成元年 2月14日-3月3日、調査面積は約ZOOm2である。

3. 本書の執筆、編集及び写真撮影は、占池晋緑が行なった。

4. 図版中の北は、座標北を示す。また報文中に示した遺構に関する数値は、原則として確認面に

おいてのものである。

5, 出土遺物は、深谷市教育委員会が保管している。

6, 本書の作成にあたり、國學院大学大学院の粕谷崇氏より多大の御尽力を賜った。

発掘調査の組織
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I. 発掘調査に至る経緯

深谷市は埼玉県北部に位置し、利根川を挟んで群馬県と接する地域に広がっている。その歴史は

古く、室町時代には上杉房憲の築城と伝えられる深谷城の城下町として、また江戸時代には中山道

や利根川水運の拠点といった交通の要衝として繁栄していた事はよく知られている。近代日本経済

界の偉人、渋沢栄一の生地としても有名であり、歴史的色彩の豊かさを物語っている。その一方、

全国的にも有名な深谷ネギに代表される農産物の生産高が県内第一位を誇るなどの面も持っている。

最近では交通機関の発逹に伴い、工業団地の形成やベットタウン地域としての住宅の増加といった

急速な都市化が進行しており、本市の新たな一面も現われつつある。

小台遺跡の所在する深谷市大字上野台地内は、深谷駅より徒歩約20分の市街化区域であるという

状況も手伝って、この様な傾向が最も顕著に現われている地域の一つである。昭和32年 3月に深谷

市教育委員会による第 1次発掘調査か実施されて以来（註 1)、昭和53年 8月に都市計画街路南大

通り線建設に伴って深谷市小台遺跡調査団によって実施された第 2次発掘調査 012)、昭和61年

11月-12月の佃人住宅建設に伴う第 3次発掘調査（註 3)、昭和63年 5月-7月のマンション建設

に伴う第 4次発掘調査（註 4) と、小台遺跡の発掘調査の殆どかこの都市化の進行に伴って実施さ

れてきた。そしてこれらの発掘調査の結果、本逍跡が縄文時代中期後半～後期初頭の大梨落跡であ

る事が明らかになりつつある。

今回の第 5次発掘調査は、平成元年 2月、深谷市大字上野台字御屋敷2,344番地に個人住宅建設

計画かある事が明らかになったのを受け、市教育委員会が主休となって行われたものである。当該

地は第 3次及び第 4次発掘調査地域に近接する立地状況と、中期後半～後期初頭の遺物か地表面に

おいて多鼠に採集される現状から、遺物包蔵地と推定された。このため、市教育委貝会は昭和63年

度文化財保存事業の一環として発掘調査の実施を決定し、埋蔵文化財発掘調査通知書（平成元年 2

月9日付深教社発第122号）を提出、準備に入った。

註1 小沢国平 「深谷市小台遺跡調査報告書」 深谷市教育委員会 1957 

註2 蛭間真ーはか 「小台遺跡」 深谷市小台遺跡調査団 1979 

註3 澤出晃越 「小台遺跡（第 3次）」 埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調杏報告書 第16集 1987 

註4 現在（平成元年 3月）未刊行

II. 遺跡の地理的・歴史的環境

深谷市の地形を槻観すると、はは南北に二分する事ができる。北部を占めるのが、利根川中流低

地を形成する妻沼低地であり、南部を占めるのか、批川扇状地の浸食面段丘である櫛挽台地である。

この両者は、市内中央部をはは東西に走る JR高崎線付近で接している。このうち、櫛挽台地は高

位面を形成する櫛挽面（武蔵野II面に比定）と、低位面を形成する寄居面（御稜威ヶ原面、立川面
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に比定）の両段丘面に分ける事が可能である（註 1)。両段丘面と低地の標高は、境界面付近で櫛

挽面か40-50m、寄居面が32-35m、妻沼低地で30-35mとなっている。両段丘面は、この付近で

妻沼低地との比高差 5-20m (櫛挽面）、 2-5 m (寄居面）をもって接し、荒川扇状地の扇頂で

ある寄居付近（標高約100m)に向かって緩やかに上っている。櫛挽面北東端付近に残丘状の小丘

陵である仙元山（椋高98m)が存在するものの、台地上面としては、一般に平坦であるという事が

でぎる。

小台遺跡は上述の櫛挽面上、北東端部を流れる唐沢川によって南北に開析された谷沿いに位置し、

深谷市大字上野台の東端部、 JR深谷駅より南方約1.2kmの地域に、 20ha以上に及ぶ範囲をもっ

て広がっている。本次発掘調査地は、現在の唐沢川より北西に約260mの地点に所在している。第

3次及び第 4次発掘調査地も含めてこの地域は、本遺跡のほぱ北限に位薗している。標高は約56m

である。

深谷市における縄文時代遺跡の分布状況を見てみると、早期及び前期の遺跡か若干数確認されて

おり、これが現時点における本市内所在縄文時代遺跡の上限と見られる。しかし櫛挽台地寄居面末

端部に位罹する東方城跡の発掘調査（註 2)において尖頭器が検出されており、草創期まで遡る追

跡存在の可能性も今後考えられる。

中期になると遺跡数は急増し、前畠遺跡、監之上遺跡、出口遺跡などの大規模な集落が出現して

いる（註 3)。小台遺跡も含めこれらの遺跡は、中期後半から後期前半にかけての時期に櫛挽面上

標高70m付近から北端部にかけての、上唐沢川、押切川、戸田川、唐沢）IIなどによって南北に開析

された谷筋に集中して存在している。この状況については、所謂扇端湧水に関連するものとして考

えられている（註 4)。しかし最近になって、深谷町遺跡（註 5) など妻沼低地内における同時期

の遺跡数も増加しつつあり、今後これらの新たな発見例も含めた検討が必要となろう。

註 1 堀口万吉 『II 埼玉県の地形と地質』「埼玉県史 別編 3 自然」 埼玉県 1986 

註2 昭和61年8月-9月に発掘調査が行われた。

註 3 横川好富はか「前畠• 島之上・出ロ・芝山」 埼玉県教育委貝会 1977 

註4 柿沼幹夫 『II 立地と環境』 註3に所収。

註5 澤出晃越ほか 「深谷町遺跡」 埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調査報告聾「 第9集 1985 

III. 調査の概要

平成元年 2月13日、パワーショベルによって表土を除去。 14日、調牡区二箇所を A区 ・B区とし、

A区の粕査より調査を開始する。 A区内は闊に地山が露出していた為、逍柚プランの明確でない箇

所に A1トレンチ、 A2トレンチを設定して作業を進めた。その結呆、 21日までには土贖三基と、

南西方向への落込みを確認する事ができた。但し、土j廣ー：を除いては、全て重機による枷消ljによ

って著しく攪乱を受けていた。同日、 A区全域の平板測量を行うと同時に、各遺柚及び調査区全集
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Y = -49,000 

第 2図調壺区周辺地形図 (1/5,000) 

の写真撮影を行ない、翌22日、 A区における調査を終了した。

B区に関しては21日より粕査を開始する。その結呆、調査区の西半部全域及び束半部の一部が攪

乱を受けている事が判明した。このため、東半部の比較的攪乱を受けていない部分を中心として B

1トレンチ及びB2トレンチを設定し、調査を開始した。両トレンチ内には、はは全域にわたって

逍物が包蔵されているのが確認されたため、 21、27、28日及び 3月1日、 3日の五回にわたる出土

遺物分布状態の平面図作成を併行して調査を進めた。その結果、地表下20m-70mを中心とした遺

物包含層が形成されているのを確認した。 B21、レンチでは 3月2日に旧河床訓を確認し、 B1 I、

レンチでは、 3日に小規松な槻没谷を確認する。その後、両トレンチの完枷i状況及び全景のび真撮

影を行ない。 B区全域の平板測鼠を行なう。そしてこれと同時に A・B区全体の平板測昂及ぴ写真

撮影を行ない、棉材を撤収して全調任を終了した。
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N. 遺物と出土遺物（第 3図～第20図）

1 . 遺構（第 3図、第 4図）

調査区内は A・B両区ともに攪乱が激しく、遺構として確認し得たのは、 A区内における三悲の

土蹟のみであった。

0第 1号土J廣

A区西南隅に位罹する。遺物包含層を切って構築されている。大半が調査区外になるものと息わ

れるが、検出範囲の大半が重機による掘削によって破壊されていたため、規校及び平面プラン等は

不明である。底面は中央部から壁面にかけて緩やかに上り、墜面は垂直に近い角度で立ち上がって

いる。深さは最深部で約30cm、立ちしかりで約20cmを測る。

0第 2号土l廣

A区東部に位置する。第 3号七 l廣を切る形で桃築されている。径は110cm-115cm、平面プランは

不整円形を呈する。深きは約18cmを測る。壁は緩やかに立ち上かっている。

0第 3号上l廣

第2号土J廣に切られている。長軸105cm、知軸50cm前後、平面プランは不整柏円形を呈する。深

さは約16cmを測り、り魯は外湾しつつ立ち上がる。

2. 遺物の出土状態（第 4図、第 5図）

今回の調査における出七造物は、殆どかB区からのものである。そこで本項では調査時に作成し

た平面図を晶に、遣物の出上状態の概要を観る事とした（第 5図）。この糸青果、出土遺物は B1 Iヽ

レンチ西半部及びB2トレンチ南端部に如中している事か明らかとなった。 B1トレンチ西半部に

は小規模な埋没谷が走っており、 B2トレンチ南端部も攪乱によって分断されてはいるもののこれ

に連続する地域である事や、旧河床面の上、緩やかながら低位へ傾斜している B2トレンチ北半部

にはこの様な集中が認められない事から考えると、この状態が埋没谷への流込みに起因するものと

理解できよう。

また、この流込みに起因する逍物包含層か厚さ 20cm-60c叫こわたって確認されている。ここでも

やはり埋没谷における遺物集中が認められるか、全体的に地山の傾斜に沿う形で形成されており、

流水の影響下にあった事を端的に表している。但し、この包含層は両 l、レンチにはば共通して地山

より 20cm-30cm高位において形成されており、埋没谷の形成から包含層の形成開始までにある程度

の時間幅か存在していた事が推定できよう。更に、この包含層の位置を土層断面図（第 4図）と対

照させると、これが黒色土層及び暗黄褐色土層の二層にわたるものである事が分かる（註）。しか

し出土遺物の分布状態を観ると、この堆柏が連続した短期間に進行したと考えられる。

註 垂直分布図に関しては土層断面図と対応させる形で作成したが、攪乱による土層或いは地山の掘削’

により、かなりの不備が生じている。記して御容赦を乞う次第である。
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3. 出土遺物（第 6図～第20図）

今回の調査で出土した遺物は、 A・B両区合わせてコンテナ (545X 336 X 150mm) 10箱分である。

しかしその大部分は B区包含層中より出土したものである事や、 A区内出土遣物も包含層或いは撹

乱中よりのものか殆どで、遺構内出土として明確に判別し得る遺物が極めて少量であるといった理

由により、本項ではこれらを一括して扱うものとした。このため、出土調査区・遺構に関しては、

各遺物毎に記述するものとする。

(1) 出土土器（第 6図～第17図）

出土した土器は、逍物包含層を主体とする性格上、小破片か殆どであり、器形等を窺い得る資料

は少量であった。しかしその内容は縄文時代前期末葉から後期前半にわたるものであったため、使

宜上、下記の分類に従って記述を行なった。

I類加曽利E式以前の土器

II類加曽利 E式土器

III類 その他の土器群（中期後半）

N類称名寺式土器

V類堀之内式士器

VI類 その他の土器群（後期以降）

VII類分類不能な底部

VIII類土製品

o I類（第 6図）

1、 2は前期諸磯式に属するものである。

1 • 底部破片。推定径約8,5cm。横走する浮線文が施されている。胎上は緻密。焼成良好。色調

は陪橙黄色を呈する。 B1トレンチ出土。

2. 爪形文が施される。胎土は緻密で焼成良好。色調は黄灰白色を呈する。 A区内 p1出土。

3. 底部破片。推定径約12cm。三段の沈線が横走し、二段目と三段目の間に径約 2mmの明瞭な刺

突か、三段目下位に径約 4mmの浅い刺突が施される。胎土は粗い。焼成良。色調は黄橙色を呈

する。 B1トレンチ出土。前期に属するものと思われる。

4。横走する条線が施される。胎土は緻密。焼成良好。色調は褐色を呈する。 B区出土。前期に

属するものと思われる。

5-7は勝坂式に属するものである。

5. 連続刺突の施される降幣によって区両された空間内を、沈線、爪形文、半故竹管文によって

充眼している。胎土緻密。焼成良好。色調は賠亦褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

6. 隆幣によって区圃されたや間を、爪形文、半戟竹管文により允躯している。胎士は緻密。焼

成良好。色調は暗赤褐色を呈する。 B2 I、レンチ出士。

-9--
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第 6図 I類土器実測図 (1/ 3) 

7. 隆帯によって表現された下向する渦巻文内に、 I奇幣両側緑部に併走する形で施された爪形文

を充埴している。胎土は緻密。焼成良好。色調は黄桁色を呈する。 B区出土。

8, 沈線によって表現した下向する渦巻文以外の面を研磨し、沈線間の区画を除瞥状に表現して

いる。胎士は緻密。焼成良。色調はu音黄灰色を呈する。 B1トレンチ出土。本資料は阿玉台式に属

する可能性かある。

on類（第 7図 1-第11図85)

1 -31までは加曽利 E式初韻より EI式までに属するものであろう。

1 -14は口縁部破片を一括した。

1 . ロ唇部に平行沈線か横走し、口縁部は中央部を沈線化した隆幣によって区画され、区画内に

は沈線による渦巻文を充埴している。胎土は相い。焼成良。色調は黄橙色を呈する。 B2トレンチ

出土。

2. 口唇部は外反気味に肥厚、直下に降幣か横走する。口緑部には隆幣による渦巻文か表現され

るものと思われる。全体的によく研磨されている。胎土は緻密。焼成良好。色調はfll¥亦褐色を旱す

る。 B区出土。

3. LJ唇部ははは直立し、 LI緑部には三段にわたって隆俯が横走する。隆哨間はよく研磨されて

いる。胎十は粗い。焼成良。色調は賠黄灰色を呈する。 B区撹乱内出士。

―-10 -



4. 口唇部直下に隆帯を枇走させ、口唇部と一体整形を施している。 LI緑部にぱ撚糸文Lを地文

として、隆骨と沈線を用いた文様が描かれている。胎土は粗い。焼成良好。色調は暗黄橙色を呈す

る。 B区出土。

5. 口唇部以下に降帯による懸垂文及び蛇行懸垂文を貼付し、その後 RL縄文を施文している。

胎土は粗い。焼成良。色調は暗赤褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

6. 隆帯に挟まれた口緑部文様帯に降帯による枠状文を貼付し、その後区訓内に RL縄文を施文

している。胎上は緻密。焼成良好。色調は赤褐色を呈する。 B1トレンチ出I。

7. 隆帯に挟まれた口緑部文様帯に RL縄文を地文として施文し、隆骨による円形（渦巻文か？）

の貼付が施されている。口縁部文様幣直下より降帯による二条の懸亜文か施されている。胎土は緻

密。焼成良好。色調は陪亦褐色を呈する。 B区攪乱内出士。

8. ロ緑部文様幣内に平行沈線を地文として隆幣による渦巻文や懸垂文が貼付されている。土器

表面の剥離が顕著に認められる。胎土は相い。焼成良好。色調は黄褐色を呈する。 B1トレンチ出

土。

9. ロ緑部文様骨に、 RL縄文を地文として、 I硲骨の貼付と沈線による整形で渦巻文等か表現さ

れている。胎上は粗い。焼成良好。色調は賠茶掲色を呈する。調杏区内表面採集。

10. LI唇部直下に横走する降帯より、腎俯による二条の懸厘文か貼付されている。 RL縄文を地

文とする。胎土は粗い。焼成良好。色調は賠亦褐色を呈する。 B1トレンチ［しlにし。

11. I附帯によって区画された文様帯内に、平行沈線が施文されている。胎上は緻密。焼成良好。

色調は陪黄褐色を呈する。 A1トレンチ出土。

12. 降帯によって区訓きれた文様骨内に、枠状工具によると思われる太い平行沈線を施文する。

胎土は緻密。焼成良好。色調は亦杓色を呈する。調査区内表而採比。

13. R L縄文を地文として、［硲幣による弧線文、蛇行懸重文等が貼付される。胎上は粗い。焼成

良好。色調は賠桁褐色を星する。 AZトレンチ出土。

14. 撚糸文Lを地文として'11伶帯による弧線文等か貼付されている。胎十＾は緻密。焼成良。色調

は暗棺色を星する。 B2 I、レンチ廿｝土。

15-17は把手部分である。

15, 隆帯による区画内に RL縄文を施文し、沈線によって区圃内を更に取り巻く。内部か中空で

れ脚で支持されている把手を持つ。胎土は緻密。焼成良好。色調は賠質杓色を早する。調在区内表

面採集。

16, 環状に把手を成形後、側面には中央部を沈線化した隆幣の重ね合わせを描出し、外面から J且

部にかけて、同様に短いi硲帯の紐み違えによる鎖状文を描出している。把手内面か円孔状にくり抜

かれ、把手全体か二脚で支持される状態となっている。全体的に良く調炉されている。胎上は緻密。

焼成良。色調は黒褐色を早する。 B2トレンチ出土。

17. 環状に把手を成形後、両側面及び外面土〗半部に沈線を抽出する。胎土はやや机い。焼成良好。

色調は明訊灰色を呈する。 A区内 p1, し廿上。

18-31は頸部・胴部及び底部般J・］を一括した。

- 11 -
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18. 頸部破片である。口緑部とは隆帯で、胴部とは平行沈線で区画されている。頸部には撚糸文

Lを横位に粗く、胴部には同じく撚糸文Lを縦位に施文している。胎土は緻密。焼成良好。色調は

暗赤褐色を呈する。 Al)、レンチl廿土。

19. 頸部及び胴部を、二条の隆帯で区画し、胴部には同じく隆幣による懸垂文か垂下している。

頸部は平滑に調整されており、無文である。胎土はやや粗く、焼成は良好。色調は暗赤橙色を呈す

る。 B2トレンチ出土。

20. 横走する二条の隆幣以下に RL縄文を施文し、降帯による二条の懸垂文を貼付して区画して

いる。胎土は粗い。焼成良好。色調は暗橙褐色を呈する。 B2トレンチ出土。

21. R L縄文を施文後、隆帯による区画及び懸雨文を貼付している。胎土は緻密。焼成良好。色

調は暗赤桁色を星する。調査区内表面採集。

22. 太い撚糸文Lを施文後、隆瞥による区画及び懸垂文を貼付する。胎土は緻密。焼成良好。色

調は明黄桁色を呈する。 A区出土。

23. 撚糸文Lを地文として、二条一組の降帯による懸垂文が貼付されている。胎土は緻密。焼成

良好。色調は明黄灰色を呈する。 A1トレンチ出土。

24. 撚糸文Lを地文として、二条の隆帯による懸乖文が貼付されている。胎土は粗い。焼成良。

色調は明黄桁色を呈する。 Alトレンチ出土。

25. R L縄文を地文として、隆幣による蛇行懸亜文が貼付される。胎土は緻密。焼成良。色調は

暗黄褐色を呈する。 B区攪乱内出土。

26. 細かな撚糸文Lを地文として、隆帯による蛇行懸垂文が貼付される。胎土は緻密。焼成良好。

色調は亦橙色を呈する。 B区出土。

27. 胴部下半部である。撚糸文Lを地文として、二条の條帯による懸亜文が貼付される。胎士は

緻密。焼成良好。色調は亦柁色を呈する。 A2トレンチ出土。

28. R L 縄文を地文として、隆幣による二条•一組の懸巫文と一条の蛇行懸垂文か貼付されている。

胎土は粗い。焼成良好。色調は明黄色を呈する。 A2トレンチ出土。

29. 撚糸文Lと思われる縄文を地文として、沈線による意匠文が描出されている。胎土は粗い。

焼成良。色調は賠黄茶褐色を呈する。 B2トレンチ出土。

30. R L縄文を地文として、沈線による意匠文か施されている。胎七は緻密。焼成良好。色調は

明黄褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

31. R Lと思われる縄文を地文として、三条一組の隆帯による懸乖文が貼付されている。胎土は

粗い。焼成良。色調は明筑橙色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

32-57は、加曽利EII式より EIII式に属するものであろう。

32-39は口緑部破片を一括した。

32. 隆帯貼付後、沈線にて仄則を施し、区訓内には RL縄文が施文されている。胎土は緻密。焼

成良好。色調はIJ斉黄橙色を呈する。 B1トレンチ出土。

33. 降幣貼付後、沈線にて区画を施す。区画内には LR縄文か施文されている。全休的によく研

磨されている。胎士は緻密。焼成良好。色調は賠訊褐色を旱する。 B1トレンチ出士。

- 13 -
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34. 隆帯貼付整形後、沈線にて口緑部文様幣を拙出する。区画内には RL縄文か三段にわたって

羽状に施文されている。胎土は緻密。焼成良好。色調は明黄棺色を呈する。 B1トレンチ出土。

35。口唇部に平行沈線か横走し、直．下に RL縄文が施文される。胎土は粗い。焼成良。色調は暗

赤橙色を呈する。調査区内表面採集。

36. ロ緑部に平行沈線が横走し、直下に RL縄文か施文される。胎土は粗い。焼成良好。色調は

暗黄灰色を呈する。 B1トレンチ出土。

37。i皮状口縁下に太い沈線か横走し、文様幣内には同様の太い沈線による区画後RL縄文が充填

されている。内外面共に良く調整されている。胎土は緻密。焼成良好。色調は暗茶褐色を呈する。

B 1トレンチ出土。

38. i皮状口縁下に沈線による怜円区面を持ち、内部に横走するハ字状列点が刺突される。区画の

間には二箇所以上の円形刺突が縦位に施されるものと思われる。胎土はやや粗い。焼成良。色調は

暗黄橙色を呈する。 B区出土。

39, 波状口緑下に沈線による柘円区画を持ち、内部に横走するハ字状列，点か刺突される。区圃間

には円形刺突か縦位に 2箇所施されている。胎土は粗い。焼成良好。色調は賠亦桁色を呈する。 B

1トレンチ出土。

40-57は頸部、胴部及び底部破片を一括した。

40. 桟鉢の頸部である。隆俯貼付後、沈線にて区画を拙出。区画内に RL縄文を施文する。胎土

は緻密。焼成良。色調は暗黄橙色を呈する。調査区内表面採艇。

41. ロ緑部文様帯は降幣によって区画がなされ、内部に RLと思われる縄文が施文されている。

胴部文様帯には RL縄文を地文として沈線による懸垂文が二条施されている。胎土はやや粗い。焼

成良好。色調は明茶褐色を呈する。 B21、レンチ出土。

42. ロ縁部文様帯は降帯により区画され、内部に RLと息われる縄文が施文されている。胴部に

は撚りの弱い RL縄文を地文として二条の沈線による懸乖文か施され、沈線間が磨消されている。

胎土は緻裔焼成良好。色調は暗赤橙色を呈する。 A1トレンチ出土。

43, 隆骨による文様幣区画以外に、 LRと思われる縄文を地文として、二条の太い沈線による懸

垂文が施され、沈線間か磨消される。胎土はやや粗い。焼成良。色調は明訊褐色を呈する。 B1ト

レンチ出土。

44. 隆幣による文様瞥区圃以外に、 LRと息われる縄文を地文として施し、二条の沈線による懸

亜文を施文後、沈線間を磨泊している。内面の過半か剥離している。胎土は粗い。焼成良。色調は

明黄橙色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

45. 隆帯及び沈線による区画文形成後、 RL縄文を区画内に施文している。胎上は緻密。焼成良。

色調は暗褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

46. R L縄文を地文として、横走する平行沈線及び蛇行懸韮文か拙出される。胎土はやや粗い。

焼成良好。色調は暗茶褐色を呈する。 B1トレンチ出十→〇

47. R L縄文を地文として、沈線による懸垂文が描出される。胎上はややボIIい。燒成良好。色調

は陪黄褐色を呈する。 B区出士・o

- 15 -
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48. 撚糸文Lを地文として、三条一組の沈線による懸畢文が施される。胎土はやや粗い。焼成良

好。色調は暗茶褐色を呈する。 B区出土。

49. R L縄文を地文として、三条一組の沈線による懸垂文が施きれる。胎土は粗い。焼成良。色

調は暗黄色を呈する。調査区内表面採集。

50. R L縄文を地文として、沈線による二条一組の懸垂文及び蛇行懸垂文が描出される。懸垂文

間は磨消されている。胎土は粗い。焼成良。色調は暗貨色を呈する。 B1トレンチ出土。

51. R L縄文を地文として、沈線による二条一組の懸垂文が拙出され、懸畢文間が磨消されてい

る。胎土は粗い。焼成良。色調は賠筑色を呈する。調査区内表面採集。

52. R L縄文を地文として、沈線による懸韮文か揺出各れ、磨消しが施されている。胎土は粗い。

焼成良好。色調は明棺黄色を呈する。 A1トレンチ出土。

53. LR縄文を地文として、沈線による懸垂文が描出され、磨消し力傭應されている。胎上は粗い。

焼成良。色調は明橙筑色を呈する。 B1トレンチ出土。

54. R L縄文を地文として、沈線による懸亜文か拙出され、磨消しが施されている。胎土は粗い。

焼成良。色調は暗赤橙色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

55. R L縄文を地文として二条―糾の沈線による懸巫文を拙仕＼し、懸雨文間を磨泊している。胎

土は粗い。焼成良好。色調は明黄橙色を呈する。 B区出土。

56. L及びRの異条縄文を地文として、二本一組の沈線による懸謳文を抽出し、懸乖文間を磨消

している。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は暗亦棺色を早する。 B1トレンチ出十・o

57. 底部破片である。 RL縄文を地文として沈線による懸乖文が描/[¥されている。胎土は粗い。

焼成良。色調は賠黄橙色を星する。 B2 I、レンチ出土。

58-85は加柏利 EN式に属するものと息われる。

58-76は口緑部破片を一括した。

58. ロ緑部に降帯を柚走させ、以卜.に沈線による区画を描出する。隆帯」→．及び区圃内に LR縄文

を施文・充埴している。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は賠桁訊色を星する。 B1トレンチ出土。

59. LR縄文を地文として、口緑部に横走する l斧帯を、胴部に二条―糾の亜；ードする降帯を貼付し、

調整が施されている。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は暗赤杓色を『する。 B1トレンチ出土。

60. 隆幣による区画後、 RL縄文を施文している。胎土は利い。燒成良。色調は昭貨褐色を呈す

る。 B区出土。

61. ロ緑部に降幣が横走し、 RL縄文が地文として施文されている。胎土は緻密。焼成良好。色

調は賭黄桁色を呈する。 B区出土。

62. ロ縁部に隆帯が横走し、 LR縄文が地文として施文されている。胎土は粗い。焼成不良。色

調は黒灰色を足する。 B区出土。

63. R L縄文かr::r唇部付近で横位、以下で斜位に施文される。内外面共に良く調軟されている。

胎土は緻密。焼成良好。色調は明橙黄色を呈する。 B1トレンチ出土。

64. ロ緑部に沈線が横走し、以―ドに LR縄文か施文される。胎士は緻密。焼成良好。色調は賠亦

橙色を呈する。 B1 I、レンチ出土。
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65. LI唇部直下に指ナデによると息われる軽い調杞が加えられ、 ItL罷文が施文各れている。胎

土はやや粗い。焼成良好。色調は昭杓褐色を呈する。 B2 I、レンチ出士。

66. ロ唇部直下に太い枠状工具或いは指頭によると思われる調整か加えられ、 RL縄文か施文さ

れている。胎土は粗い。焼成良。色調は陪茶褐色を旱する。 1-31トレンチ出上。

67. 口唇部直下に指ナデによると思われる調整が加えられ、 Iー,R縄文が施文されている。胎十．は

粗い。焼成良。色調は賠茶褐色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

68. 口唇部直下より箆状工具によるものと思われる条線文か施される。胎土は緻密。焼成良奸。

色調は明黄杓色を呈する。 B1トレンチ出土。

69. LI唇音II直卜に沈線が横走し、以ドに条綜文か施文される。胎土は粗い。焼成良。色調は1陪条

褐色を呈する。 1-31トレンチ出土。

70. ロ唇部上端を欠失する。条線文か施文される。胎士は机い。焼成良。色調は陪黄色を旱する。

B 1 I、レンチ出土。

71. 口緑部に沈線が横走し、樹―ードに条線文が施文される。胎十＿はやや粗い。焼成良好。色調は1陪

亦橙色を呈する。調査区内表面採集。

72. LI緑部に沈線が横走し、伯下に二条一組と息われる沈線か訴 I、する。胎十．はやや牛IIい。焼成

良好。色調は賠訊褐色を旱する。 A2トレンチ出土。

73, ロ唇部崩下に平行沈線か横走し、「川に列、,,',,:刺突文か施文きれる。以下には RL縄文を地文と

して、二条の波状沈線か拙出される。胎土はやや相い。焼成良好。色調は賠亦褐色を呈する。 1-31 

トレンチ出十'.0 

74 口唇部直下に沈線か柚走し、 LR縄文が沈線直下ではは横位、以下で斜位に施文され波状沈

線等が拙出されている。胎土はやや相い。焼成良。色調はlljf黄杓色を呈する。 B1 I、レンチ出士。

75 波状口緑を呈するものと息われる。 LR縄文の口杵部［打下と LI緑部における角度の異なる斜

位施文を、二条の波状沈線により区画された咆間に充取している。 /J合士はやや巾11い。焼成良。色調

は賠赤橙色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

76 波状口緑の頂部を欠失する。太い沈線による文梯が施文される。胎土は緻密。焼成良。色調

は陪黄桁色を呈する。 B2 I、レンチ出土。

77~85は /j[fij部破片である。

77 口緑部か剥落している。二条の間俯を貼付棺形し、 LR縄文を他文している。胎土は緻密。

焼成良好。色調は賠黄橙色をI?する。 B1 I、レンチ出土。

78 R L縄文を地文として、 I脩幣の貼付調叱各を行っている。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は

薄柏黄色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

79 /I斧帯による区圃設定後、 LR縄文を充取し、 /I伶帯の調柁を行なっている。胎土は緻密。焼成

良好。色調は賠黄灰色を呈する。 B区出」:・o 

so I硲帯による区圃後、 RL縄文を充坦している。 /J{cに上は緻密。燒成良。色調は賠札汀化色を111.す

る。 B1トレンチ出上。

81 沈線による区間i後、 RL縄文を充坦している。 11台＿十は緻密。焼成良川。色瀾は11/'i黄褐色を早
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する。 B1トレンチ出土。

82 沈線による「日」状文内に RL縄文を充埴し、内部に蕨手文を描出している。胎土は緻密。

焼成良好。色調は暗黄褐色を早する。 B1トレンチ出士。

83 区圃沈線及び蕨手文を描｛廿する。区画内の地文は不明。胎土は粗い。焼成良。色調は賠黄桁

色を呈する。 A区出土。

84 「日」状文内に RL縄文を充填し、区圃外に恢手文を抽出する。）］合土は緻密。焼成良好。色調

は陪黄褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

85 二条の波状沈線による区圃内に原体不明の縄文を充埴する一方、下半部に蕨手文を拙廿｝する。

胎土は緻密。焼成良。色調は賠黄褐色を呈する。 B1 l、レンチ出こ士。

om類（第 12図）

1 - 9 までは、所謂連弧文-~じ器である。

このうち 1-4までは口緑部破片を一・話した。

1. 条線文を地文としてu悴部に乎行沈線か柚走し、二条の放状沈線か，j晶出されている。悩頂Iヘ

の残介状態か良くないか、半仙竹↑［のIJ及面拙出によるものと息わiしる。胎＿上は柏い。焼成良。色調

は川員灰色を且＇する。八 lトレンチ出土。

2。波状口緑を呈する。口唇部直下の平行沈線下に LR縄文を地文として、二条の波状沈線が/J及

面抽出されている。胎十はやや粗い。焼成良好。色調は賠亦柏色を出する。 Bl I、レンチ出土。

3. 波状口緑を＿呈する。条線文を地文として口唇部但下に列，＇は刺突文を配列し、二条の液状沈線

を枡］出し、沈線間を磨消す。 11合：Lは緻密。焼成良妍。色調は賠］！、:r,褐色を旱する。 B2トレンチ仕＼ーI。

4. R L縄文を地文として、 LI仔部［｛［下に一条の沈線、口緑部に二条の放状沈線を廿'1/廿する。胎

土はやや粗い。焼成良好。色調はll;'i,JJ;j登色を旱する。 B2 }・ レンチ出J-.o

5-9は口緑部-/J/rij部上半部の破片である。

5. 撚糸文 Lを訛文として、二虜乞～四条の波；1人沈線炉施す。胎：上は緻密。焼成良。色揺Iはflt'r訊杓

色を旱する。調介区内表血採集。

6。 RL縄文を地文として、三条の連弧文が拙出される。胎上はやや附且い。焼成良好。色調は賠

亦桁色を呈する。 B区出土。

7。 RL縄文を地文として三条の連弧文かt茄出きれ、上段l且部に渦咎文を施す。）l合土はややtllい。

焼成良。色調は暗赤桁色を呈する。調査区内表面採集。

8. 撚糸文 Lを地文として三条の連弧文を拙出し、上段先端紅札を渦巻状にしている。胎土はやや

相い。焼成良好。色調はII鑓l褐色を旱する。 B区出土。

9. 条線文を地文として、三条の波状沈線を抽出する。胎土はやや相い。焼成良。色調は[I訂登筑

色を±?する。 B 区 ii', 」~o

10-19は、所謂曽利式土器に属するものであろう。

10-12はL」緑部破片である。

10。i硲幣貼付後、沈線による区圃文を枡＼出している。胎土は緻密。焼成良虹。色調は明亦柁色を
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呈する。 A区出土。

11. 沈線による柘円区圃文を描出する。胎土はやや祖い。焼成良奸。色調は黒褐色を呈する。 B

1 I、レンチ出土。

12. 1皮状[]緑を呈する。 LI緑部に沈線による柏円区訓文を拙出し、胴部には条線文を施文してい

る。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は賠黄灰色を呈する。 B区出士。

13-19は胴部破片である。

訊条線文を地文とする瑞面に把手を貼付し、把手下半側辺部に沈線を描出している。全体的に

良く研磨苔れている。胎十は緻密。焼成良奸。色調は賠亦褐色を呈する。 A2l、レンチ出土。

14・ハ＇『状沈線文を地文として、隆梢及び沈線により描出される円形文と 1降帯による懸巫文か貼

付されている。胎土は緻密。焼成良好。色調は陪赤褐色を呈する。 B2トレンチ出上。

15. 斜行沈線を地文として、隆骨による懸巫文か貼付されている。胎土は粗い。焼成良。色調は

賠赤橙色を旱する。調査区内表面採集。

16. 皿下する平行沈線に区訓された器血に久羽状沈線文を施文している。胎土は利い。焼成良。

色調はII斉筑灰色を兄する。 B 1トレンチ出土。

17. , 重卜する沈線に区画きれた器血に矢羽状沈線文を施文している。胎土は粗い。焼成良。色調

はlll'i黄棺色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

訊乖下する平行沈線に区向された喘面に矢羽状沈線を施文している。胎上はやや判い。焼成良。

色調はII音黄桁色を呈する。 B 1 I、レンチ出上。

19. 垂下する平行沈線に区画された器面に矢羽状沈線を施文している。胎士はやや利い、焼成良。

色調は陪筑桁色を呈する。 B1トレンチ出士'.o

16-19は同一1[/i[休の可能性が考えられる。

20は、所謂大木式土器に属するものであろう。降骨の貼付による渦巻文等の應飩文か描出されて

いる。外面の調整はかなり粗雑で、下端部に LR縄文と思われる施文が認められる。胎土は粗い。

焼成良好。色調は賠黄朽色を呈する。 B1トレンチ出士。

ON類（第13図 1-第15図47)

1 -14は、称名寺 l式に屈するものであろう。

1 -7は口緑部破片を一括した。

1 . 把手部分である。波状口緑の頂部に管状の把手を付加し、把手上面に貼付した降帯上に刺突

及び沈線による装飾を、頸部には横走する隆帯に刺突を施した鎖状問帯を貼付し、ここから畢下す

る怖幣には刺突を施している。「l緑部には文様帯か区画され、 RL縄文か充埴される。胎土は粗い。

焼成不良。色調は，黒褐色を星する。 B2トレンチ出t。

2. 波状口緑上に付加された把手部分である。］—一．［川には沈線が環状にめぐり、 ff!部には二条の腎

帯が横走し、 1,条件『間か良〈調虎各されている。この降幣より刻み込みか施された院術と、文梯罰区訓

の沈線か1『下している。区圃鳴には RLと息われる縄文が充唄きれている。胎土は緻密。焼成良好。

色調はIJ乳筑，開灰色をIt'する。 B1トレンチ出土。

- 23 -



k( 雪0,

!, ~J 
息AJ,, 口

10

4

ぷ．

ヽヽ
•T g~ 

E

-

・
~

9
/
 

j, 
,r 

8
 ，

 

14 

゜
10cm 

第13図 N如t器‘夫測図 (1) (1 / 3) 

- 24 -



3. 環状を＿旱していたと思われる把手下牛部分である。 i皮状II緑上に貼付による炭状把手を付加

し、内面に刺突及び沈線による装飾を施している。外面―い RL縄文

の充埴が認められる。胎土は緻密。焼成良。色調は陪亦橙色を早する。 B区出十'.o

4. 下方へ屈訓する区両帯内に RL縄文か充坦されている。胎士は粗い。焼成良灯。色調は賠乳

黒灰色を呈する。 B1トレンチ出上。

5. 分岐する区画閤内に RL縄文が充坦されている。胎上は緻密。焼成良。色調は1陪赤褐色を呈

する。 B2トレンチ出士。

6。II唇部は丑干屈曲する。匝下に横走する区圃幣内に LRと思われる縄文が充限されている。

胎土は緻密。焼成良好。色調は賠黄灰色を旱する。 B区出土。

7. 「l悴部は尤干屈甘hする。屈曲して下向する区圃骨i'内には RL縄文が充埴されている。胎士は

緻密。焼成良。色調は賠亦桁色を呈する。 B2トレンチ出土。

8 -14は/Jjfi]部破片を一括した。

8. 屈1111して斜位に下向する区圃幣内に LR縄文か允唄されている。 11合上は緻密。焼成良。色調

は明黄灰色を州する。 B1 I、レンチ出上。

9. J字状文内に RL縄文か充唄苔れている。 11合七は緻密。焼成良。色調は賠訊褐色を庁する。

B 1トレンチ出上。

10。):Ii曲して附下する区画幣を中心として縦位に併走する叶三本の区皿喘内に RL縄文か充期さ

れている。胎土は粗い。焼成良。色調は明訊棺色を呈する。 Bl I、レンチ出土。

11. 屈仙して上向する区他滞内中央部に LR縄文か施文各れる。区圃沈線付近には空間か許しい。

胎土は緻密。焼成良好。色調は黒灰色を呈する。 A区出七。

12. 非常に粗雑に施文された区圃幣突端部内に LR縄文か島部的に允眼されている。胎ーートは緻密。

焼成良好。色調はII靡筑棺色を呈する。 Blトレンチ出十'.o

13. 区訓骨内中央部のみに、 LR縄文か施文される。胎上は緻密。焼成良釘。色調は賠黄灰色を

早する。 B1トレンチ出＿士。

14. R L縄文がX字状に施文されている。文様幣区圃沈線は持たない。胎土は緻密。焼成良。色

調は陪茶褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

15-39は、称名寺II式に属するものであろう。

15-19は、口緑部破片を一括した。

15. 把手部分である。波状口緑の頂部に付加した突起上にl玲幣貼付によって翡し本叩を作出し、内

面及び訓側面からの穿孔部を中心として、刺突及び沈線による装飾を施している。口緑部には文様

幣の区画沈線力認められる。胎土はやや粗い。焼成良奸。色調は明黄灰色を呈する。 A区出土。

16. 枇走から屈llllして分岐する文様瞥区圃を付つ。胎上は緻密。焼成良奸。色調は明朽色を肘す

る。 B1トレンチ出土。

17. ロ悴部に隆幣貼付の」こ、沈線及び刺突による渦咎文等を打似廿する。附下より文梯;;1『区圃か施

文されている。胎土は緻密。焼成良好。色溝は明訊桁色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

18. 波状u緑を早する。文様俯区訓が施文されている。胎十．は緻密。焼成良奸。色高はI陪亦朽色
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を呈する。 B1 I、レンチ出土。

19. 波状口緑を州する。文椋帯区画内に刺突文が認められる。胎土は粗い。全血的に良く調整さ

れており、外面に少量の炭化物が付泊する。胎土は緻密。焼成良好。色調はfl音茶褐色を呈する。 B

1トレンチ出土。

20-39は胴部破片を一括する。

20. 文様幣区間」内に横走する列点刺突文か施される。胎士は緻密。焼成良。色調は暗柏黄色を呈

する。 B1トレンチ出土。

21. 文様罰区画内に刺突文か施される。胎上はやや机い。焼成良。色調は賠黄杓色を呈する。 B

1トレンチ出土。

2広分岐する文様伯区圃内に、文様幣に111走する形で列），閲刺突文か施されている。胎十．は緻密。

焼成良好。色調は1陪黄烈，灰色を呈する。 B2トレンチ出土。

23. スペード状文内に列、＼闊刺突文か施苔れる。胎土は緻密。焼成良。色調は明黄桁色を呈する。

B 1トレンチ出土。

24. 右訓する区圃罰内に列，1;'ょ刺突文が施苔れる。胎土は緻密。焼成良。色調は1陪黄褐色を呈する。

B 2トレンチ出土。

25. 左方へ屈rl廿する区圃文内に列』ょ刺突文か施される。胎土は緻密。焼成良好。色翡iはIii',訊桁色

を早する。 B区，［］にL。

26. 併走して雨下する区訓文内に列，•.'ょ刺突文か施各 nる。胎十．は緻密。焼成良。色調は 11{',訊焦灰

色を開する。 B2 I、レンチ及び攪乱内出土。

27, 併走して斜行する冒圃俯1J、」に列｝，闊刺突文か施される。 11合['.はややi'II 1,,,。焼成良。色調は明質

朽色を呈する。 B区出t。

28. 斜行する区皿滞内に沈線状の列、1;'ょ刺突文か施される。 11合＿しば机い。焼成良。色調は11/¥訊灰色

を呈する。 B1トレンチ出＿一I::o 

29. 右曲する区訓幣と区訓灼先端i'l!II人）に列点刺突文が施各れる。胎士は緻密。焼成良。色調は1陪

筑褐色を呈する。 B悩壮にじ。

30. 左廿Iiする区圃闊内に一～二列の列｝，仄刺突文か施される。胎士はやや机い。燒成良。色調はH;"i

黄褐色を兄する。 B2トレンチ出二l・.0

31. 区圃幣の屈［川部に列点刺突文か施される。胎上は緻密。焼成良。色調はII乳黄桁色を五9する。

B 2 I、レンチ出土。

32, スペード状文の一部と息われる。 11合士は粗い。焼成良好。色調はl陪茶褐色を早する，， B1 l、

レンチ出土。

33. 区画閤は斜行している。胎上はやや相い。焼成良。色』乱は1陪員灰色を呈する。 B1 l、レンチ

廿に¥土。

34. 右仙する区仙i;;g:及ぴ区画幣先端部で、先端部内に刺突文が施される。 11合土は丸11い。焼成良。

色調は陪1)J、1芍色を.§1!する。 B区出」―'.o

35. 左机lする区圃偶内に列、,,',,、「月形刺突文か施される。 11合上はやや粗い。焼成良。色調は賠亦桁色
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を団する。 B1トレンチ出土。

36,)Jliij部下半で、底部は剥離している。区面沈線のみ認められる。胎土は粗い。焼成良好。色調

は明灰杓色を呈する。 B区出土。

立区圃罰内に乱雑に条線文が施されている。内血に少量の炭化物の付済が認められる。胎土は

緻密。焼成良奸。色調は咀杓灰色を用する。 B1 I、レンチ出土。

38. 斜行する区圃伯内に乱雑に条線文が施されている。内間に多凪の炭化物の付済か謡められる。

胎土はやや粗い。焼成良奸。色調は明黄桁灰色を呈する。 B1トレンチ出ニト。

39. /J[iij部販片である。 J字状文か翡常に乱雑に施文されている。区ir川帯内に允取きれる文様は認

められない。悩厚は全休的に薄く仕上かっている。内面に少州の炭化物か付ぷする。胎土はやや相

い。焼成良奸。色調は賠筑褐色を旱する。 B1トレンチil',士。

40-47は、所訊半粘製上怜恰として分知される土器はfである。

40。 I―]麟祁破片てある。条線文か施されている。胎Lはやや相い。焼成良好。色調はIii','亦褐色を

呈する。 I31トレンチ出士。

41-47は）JliiJ惰II破片を―枯した。

41. 条線文が施きれている。胎＿ー［はややtllい。焼成良川。色，UMはII/ti亦褐色を『rする。 B1 I、レン

チ出土。

40及び41は同一11乱体の可能性か高い。

4広条線文が施各れている。胎土は粗い。焼成良虹。色調はIii"!訊桁色を呈する。 B区出」--o

4ふ条線文か施されている。胎土はやや附11い。焼成良好。色調はf隋桁員色をt'する。 B1トレン

チ出士。

44. i皮状条線文を施している。胎十は緻密。焼成良。色調は賠爺褐色を片＇する。 A 区出—i 。

4足条線を重似させる JI~て放；1人に施文している。 /J合」は緻密。焼成良。色瀾はIii¥訊褐色を『する。

B 1 I、レンチ出土。

46. 二本の平和沈線か軍―ートし、縦伶に分割された咽間内に弧線が多段に加文されている。内仰

に少州の炭化物か付沿する。胎上は緻密。焼成良好。色調は賠訊桁色を州する。 B1 I、レンチ出

土。

立箆状口.I具らし答施文具によると，息われる三条の沈線か窟濯rfl」:1人に施文される。胎tは緻密。

焼成良好。色調は賠オ登廿t色を出する。 B1トレンチ出上。

ov類（第16図 1-11) 

1 -7は口緑部破片を一括した。

1・2は把手部分である。

1. []杯部直下に1硲骨かめぐり、把手外而上でり闘巻状に貼付されてしヽる。また把手部分から降り111-

による懸巫文か厠下している。このうち、口唇部をめぐる隆梢と懸軍文には刺突による刻み込みか

施されている。把手部は穿孔され、また口唇部には竹窄「による 1月形刺突文と沈線かめぐらされてい

る。 /J合土は緻密。焼成良好。色調はII虐i訊褐色を圧！する。 B 1トレンチLI',土。
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第16図 V・VI灯l十器丈測図 (l/ 3) 

2. I砕幣貼付による把手t:_内外面に、円形刺突文及び沈線による文梯が描出されている。胎＿＿ートは

やや粗い。焼成良。色調はII音［黄灰色を呈する。 B区出上。

3。 ll唇部に長さ約 2cmの隆幣を縦位に貼付し、円形刺突文を 2ケ所に施している。また II唇部

直下には沈線か柚走する。胎ナは緻密。燒成良好。色調は賠訊1登色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

4, ロ将部一段目以外の沈線は、小形の竹骨状工具による JJ及面抽出によるものと息われる。!)合上

はやや粕い。焼成良好。色調は賠亦褐色をり＇する。 B2 I、レンチ出十心

5. II 唇部伯ードに 1玲4作と沈線、 II 緑部に沈線かそれぞれ柚走してしヽる。胎上は附llv• 。焼成良。色

調は f陪訊褐色を『する。 B1 I、レンチ出上。
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6. 沈線による文椋か拙出される。器厚は全体的に薄い。胎土は緻密。燒成良好。色調は賠茶褐

色を呈する。 B区出十。

7 -11は胴部破片を一括した。

7. 横走する隆骨上に列点刺突文を施し、直下にも 1舒帯の貼付か認められる。胎土は粗い。焼成

良。色調は暗黄褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

8. 横走する沈線の直下より沈線と円形刺突文列が垂下している。胎土はやや粗い。焼成良。色

調は暗橙黄色を呈する。 B2 I、レンチ出土。

9. 先端の尖った施文具により、横走、或いは斜行する沈線が拙出される。胎土は緻密。焼成良。

色調は暗黄橙色を呈する。調査区内表面採集。

10. 斜位に施文された沈線直下に、四～六条の条線による鋸歯状文が拙出されている。胎土はや

や粗い。焼成良好。色調は賠茶褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

11 .. R Lと思われる縄文を地文として、小匹リの竹管状工具による）J復面描出によると思われる二条

の沈線が描かれている。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は暗黄橙色を呈する。 B1 I、レンチ出土。

oVI類（節16図12-14)

本項に掲げた資料は、堀之内式期以降に属するものと推定される。全て、1主口ご上器或いは小刑壺の

一部であろう。

12. 頚部に二条の沈線が横走し、 /jf,1部に沈線による文様が拙出されている。胎土は緻密。焼成良

好。色調は賠黄灰色を呈する。 B1トレンチ出十'.o

13. 頸部に沈線が柚走し、 /Jliij部に沈線による文梯が拙出される。胎土は利い。焼成良好。色調は

暗亦杓色を呈する。 B1トレンチ出土。

14. 頸部に沈線が横走し、 /Jliij部に沈線による文様が描出される。胎土は緻密。焼成良好。色調は

陪茶褐色を呈する。 B1トレンチ出土。

OVII類（第17図 1-18) 

1 -12は、所謂深鉢の底部であろう。

1 . 底径7.4cm、二条の垂下する沈線か認められる。胎土はやや相い。焼成良。色調は賠黄褐色

を呈する。 B区仕i土。

2. 猟定底径約7.5cm。註五条の乖下する沈線が認められる。胎土は緻密。焼成良。色調は II乳黄

褐色を呈する。調査区内表面採集。

3. 底径8.8cm。胎土は粗い。焼成良好。色調は賠黄橙色を呈する。 B1トレンチ出土。

4. 推定底径約12.0cm。胎土は緻密。焼成良好。色調は暗黄桁色を生する。 A 1トレンチ出土。

5. 推定底径約10.5cm。胎土はやや粗い。焼成良。色調は陪赤棺色を『する。 B1トレンチ出ー□Lo 

6. 帷定底径約8.5cm。胎土は附且い。焼成良。色調は賠赤橙色を星する。 A1トレンチ出l。

7. 底径6.lcm。胎土はやや相い。焼成良好。色調は陪赤橙色を斤！する。 B1 I、レンチ出士。

8. 底径5.8cm。胎土は相．い。焼成良。色調は賠黄褐色を早する。 B2 I、レンチ出上。
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9. 推定底径約6.5cm。胎土は緻密。焼成良好。色調は賠朽灰色を団する。 A区p2出土。

10. 推定底径約7.0cm。胎七は緻密。焼成良好。色調は陪亦杓色を予する。 B区出土。

11. 枡定底径約7.0cm。胎土は緻密。焼成良好。色調は暗黄朽色を旱する。 B1トレンチ出土。

凰胴部下半部分てある。柑定底径約9.Clem。底部は穿孔の上、切側面を晶j整している。胎土は

やや粗い。焼成良好。色調はII虐［黄杓色を旱する。 B 1トレンチ出上。

13-15は所霜没鉢の底部であろう。

凰推定底径約10.5cm。胎土はやや粗い。焼成良好。色調は陪訊仄褐色を早する。 B1トレンチ

出：：じ。

14. 推定底径約7.0cm。胎十は相い。焼成良。色調はl陪黄褐色を旱する。調府区内表面採集。

15。}札定底径約7.0cm。胎＿ー，I:は緻密。焼成良妍。色調は賠訊灰色を星する。 B区出土。

16-18は小型土料で、所謂手担上器の底部であると思われる。

16. 底径4.0cm。胎士は柏い＾焼成不良。色調はII斉黄褐色を旱する。 B2 I、レンチ出上。

17. 推定底径約5.0cm。胎tは緻密。焼成良。色謁は陪黄灰色を出する。 BlI、レンチ出土。

18. Hf定底径約4.5cm。胎—9卜は緻密。焼成良釘。色調は II(いか柏色を ll'する。 Blメ出＿□[:.0 

ovm食j'[ (船 17図 19~22)

今回の調査で検出された土製品は、土製円盤か四点である。いすれも /j[,ij{りdi破}',の転）IJと名えられ

る。本項に関しても、胎」＿．、焼成、色調等の記述は行うものとする。

19. "Y・ 均径約3.7cm。調整は机雑。表伽は無文である。胎上は緻密。焼成良。色調は II乳焦灰色を

呈する。 B1 I、レンチ出土。

20. 平均径約3.7cm。翡料格はi'II雑。一郎欠州していると息われる。｝叶/1iに RL縄文を地文とした

平釘沈線が認められる。胎土は緻密。焼成良奸。色調はlli¥ht杓色を旱する。 B区攪乱内出:/:.0

21. 平均径約3.6cm。J邸な調招か）JIIえられている。衣血に LRと息われる縄文が品められる。

胎十は緻密。焼成良。色調はII乳黄褐色をIi'する。 B区樅乱内出:Lo

22. 平均径約2.7cm。』翡各は相雑。表血は無文である。 I]介上は緻密。焼成良。色，J乱は陪亦杓色を

星する。 B1トレンチ出土。

(2)出：：：t~ 石器（第18図～第20図）

石謡に 1月しては用途別に一括し、出上地、点等については前項に糾じて各瓜物ごとに記述する事と

した。

0打製石斧（第18図第19図 1)

1 . 視長12.3cm、刃 111柏4.8cm、岸さ 1.5cm、重さ 134.8g。主製糾欝lfjj'J1、I原硬而ともに大半か残存

している。刃部調仔はやや粗雑で、部分的な磨耗が認められる。石質は砂岩。 B仄出十。

2. 現長10.4cm 、刃 11肌4.3cm 、げさ 1.7cm ヽ—叩さ 96.0 g。訓端部に原礫面をわ1・-残しているか、成

形判離ははは全面に及んでいる。刃部調整はやや粗雑。仝而的に風化か杵しい 0 石質は相料を多〈
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含んだホルンフェルス。 B1トレンチ出土。

3. 現長9.2cm、刃幅4.8cm、厚さ 2.1cm、重さ 102.7 g。主要剥離面、原喫面ともに中央付近に残

存しているものの、両側辺の成形及び調整剥離は比較的細かい。刃部調整はやや粗雑。石質は祖粕

砂岩。 Bl I、レンチ出土。

4. 残存長7.3cm、刃幅5.0cm、厚さ 1.5cm。現重50.9g。上端部を欠失する。原礫面は比較的入

念な剥離を施している一方、主要剥離面は大半が残存している。刃部調整は粗雑。全体的に風化し

ている。石質はホルンフェルス。 B区出土。

5。現長10.6cm、刃幅5.9cm、厚さ 2.2cm、重さ 124.0g。主要剥離面は比較的入念に剥離を施す

が、原礫面は両側辺の挟人状調屹部以外に残存している。特に図中右側辺部の調幣は細かい一方、

刃部は成形剥離のみで、調整剥離は殆ど認められない。石質は砂岩。 B1トレンチ出土。

6. 現長10.2cmゞ 刃幅5.6cm、厚さ 1.6cm、重さ 86.1g。原鰈面か多く残存する。両側辺の挟入部

は細かく調整されるか、刃部調整は粗雑で、原礫面側は無調整に近い。石質は砂質頁岩。 B1 I、レ

ンチ出土。

7. 残存長9.2cm、刃幅7.4cm、瓢伽3.7cm、厚さ3.1cm、現爪177.6 g。刃部の一端を欠失。両側

辺は深い挟入か施される。石質は砂岩。 B1 I、レンチ出土。

第19図 1、残存長9.6cm、刃幅11.2cm、厚さ 2.2cm、現重258g。全体の約三分の一を欠失。原礫

面かかなり残存する。側辺部の挟入及び刃部は弧状に細かに調舟各されている。石質は砂岩。 B1ト

レンチ出土。

1、2は短冊型、 3、4は撥型、 5-7、第19図 lは分銅刑に分類できよう。

O磨製石斧（第19図 2)

残存長7.8cm、残存幅3.9cm、残存厚3.1cm、現重112.4g。叩部と推定される。図中正面に極めて

入念な磨艇が認められる。石質は緑泥片岩。 B1 l、レンチH¥上。

0石器未製品 (19図 3)

現艮8,0cm、現肺';6,5cm、現厚3.4cm、重さ 184.8g。石器の種類は不明だか、製作に失敗、或いは

製作途J:.の段陪に在ったものと推定される。原礫而が過半に残存し、成形部の剥離も粗雑。石質は

砂岩。 B区出土。

O磨石（第19図4-6) 

4. 長径12.0cm、知径10.4cm、原さ3.9cm、重さ770g 。断面長柘円形を呈する偏平な ~l]礫で、表

裏両面に微かに磨痕が認められる。石質は角閃石安山岩。 B1トレンチ出土。

5. 長径10.4cm、知径6.6cm、最大厚5.0cm、重さ480g。制面隅丸三角形を星する。やや伽平な卵

形の円礫で、表［川上半i¥11に丸','-"Iー・ーの使用狼、表面にニカ所のi;¥;;い凹み及ひ使用J良が認められる。石質

は輝凸安山岩。 B1 I、レンチ出十-o

6. 残存長10.7cm、残存11屈8.4cm、残存厚5.0cm、現爪650g。大半を欠失しており形態は不明。
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各面に面取り状に磨痰を残し、更に図中右側面には敲打狼と思われる 1良跡が認められる。火熱を受

けた結果と息われる黒斑、亀裂等か認められる。石質は輝石安山岩。 A 1トレンチ出土。

o棒状石製品（第19図 7)

残存長15.8cm、残存輻5.9cm、残存厚5.2cm、重さ700g。一端を欠失するか、断面三角形を呈す

る枠状の礫であったと思われる。正面図中右面は丁寧に研磨され、背面は凹面となっている。左面

に二箇所、背面に一箇所、ごく浅い凹みが詔められる。石質は砂岩。 B1トレンチ出土。

0石鏃（第20図）

現長2.4cm、残存輻1.4cm、厚さ0.35cm、現重

1.1 g。凹基無茎石鏃である。悲部の挟人はや

や浅い。先端部及びI抑部の一端を欠失している。

全体的に風化が著しい。石質は凝灰岩系と思わ

れる。

B 1トレンチ出土:.0 ゜
3cm 

第20図石器実測図（原寸）

五
ロ

苔
＂

^
q
 

J
口糸＞゚

 

今回の調査区は、昭和61年度の第 3次調査区を、おおよそ東西に挟む形で設定された。第 3次発

掘調査当時には当該地一帯が見に竹しい攪乱を受けている事か判明していたか、今皿の場合も相当

範囲の攪乱が調査区内を覆っており、最終的にはかなり部分的な調杏となってしまった。

発掘調査では、調企区A区内より七j廣三晶と地形的なものと見られる落込み、 B区内より小規校

な埋没谷とその覆十叶Iに形成された逍勒包含附か検出されている。いずれの場合も攪乱の影郡をか

なり受けており、詳細については不明である。しかし第 3次発掘調托時の成果と総合すると、当該

地一骨にはかなり蛇行する則没谷がほば南北方向に走っており、これを中心とした流水の影閻をか

なり受けていたものと思われる。この事に関しては第 3次発掘調査報告書における推定を追晶する

形となった。しかしその一}J、A区などは流水の影聾を余り受けておらず、この一i間が当時の小台

遺跡内梨落の塙界付近に含まれるものと推定できるかもしれない。

今回の調牡で出士した逍物は土悩の小破片が殆どである。そのため判別可能な賽料について扱う

事としたか、竿者の浅学の故、報文中の分類等にはかなりの不備か化じていると息われる。末竿な

から記してご容放を乞い、合わせて今後の御指導、御鞭撻をお厠いする次第である。

- 37 -



写真図版



図版 1

r
 

2, 調査風景 (A区）



図版2

3. 調査風景 (B区）

4. B 1トレンチ出土遺物分布状態（北より ）



図版3

5. A区完掘状態（東より）

B区完掘状態（北より）



7. P 1完掘状態（南束より）

8. P2・P3完掘状態（北西より）



図版 5

9. 遺物出土状態（土製円盤）
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10. I類土器



図版 6
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11. II類土器(1)
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12. II類土器(2)



図版 7

13. II類土器(3)

14. II類土器(4)



図版8

15. II類土器(5)

Ill 
t コ

16. II類土器(6)



17. II類土器(7)

18. II類土器(8)

図版9
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図版10

19. II類土器(9)
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20. II類土器(IO)



図版11

こ

21. II類土器(11)

22: II類土器(12)



図版12
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23. II類土器(13)

こコ
24. II類土器(14)



図版13
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25. III類土器(1)

26. III類土器(2)



図版14
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21. m類土器(3)

28. N類土器(1)



図版15
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29. N類土器(2)
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30. N類土器(3)



図版16

31. N類土器(4)
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32. N類土器(5)



図版17

33.'N類土器(6)

34. N類土器(7)



図版18
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35. N類土器(8)
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36. V類土器(1)



図版19
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37. V類土器(2)

38. VI類土器



図版20

39. 暉類土器

40. 石鏃



図版21

41. 打製石斧（表面）
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42. 打製石斧 （衷面）



図版22

43. 打製石斧（表面）

44. 打製石斧（衷面）



図版23

45. 磨製石斧

46. 石器未製品



図版24

47. 磨石
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48. 棒状石製品



埼玉県深谷巾埋蔵文化財発枷i調在報告書 第22恥

小台逍跡（第 5次）

印刷平成冗年 3月23日

発行平成元年 3月31E:I

発1了深谷市教育委員会

印崩大屋印刷株式会杜


	序
	例言
	目次
	Ⅰ．発掘調査に至る経緯
	Ⅱ．遺跡の地理的、歴史的環境
	Ⅲ．調査の概要
	Ⅳ．遺構と出土状態
	１．遺構
	２．遺物の出土状態
	３．出土遺跡
	(1)　出土土器
	(2)　出土石器


	Ⅴ　結語
	写真図版



